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ASP／書類削減

CIM／情報化施工／地理空間情報利活用

eco.con.

コスト構造改革

積雪寒冷地の老朽化

建設副産物対策

NETIS（新技術の活用）
職務発明

技術研究発表会／出前講座
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1997

１ ＣＩＭ導入の背景について
（Construction  Information  Modeling)

２ 地理空間情報を活用した事例や取組について



（兆円）
（万人）

建設投資のピーク
84.0兆円（４年度）

○ 建設投資額（平成24年度見通し）は約45兆円で、ピーク時（４年度）から約46％減。

○ 建設業就業者数（24年平均）は503万人で、建設投資ピーク時（４年平均）から約19％減。

就業者数のピーク
685万人（９年平均）

503万人
（24年平均）

建設投資ピーク時比
▲19%

建設投資、許可業者数及び就業者数の推移

（年度）
出所：国土交通省「建設投資見通し」・「許可業者数調べ」、総務省「労働力調査」
注１ 投資額については平成21年度まで実績、22年度・23年度は見込み、24年度は見通し
注2 就業者数は年平均。平成２３年については被災３県（岩手県・宮城県・福島県）を除く４４都道府県の合計値に被災

３県の推計値を加えた値。

建設投資
45.3兆円

建設投資ピーク時比
▲46％

3



建設業の利益率・規模別売上高営業利益率の推移

○ 企業規模（資本金）の小さい建設企業ほど利益率が低迷。

○ 建設産業の利益率は、大手・中堅も含め、ほぼ全ての資本金階層において、他産業の水準以下（平成２２年度）

建設産業 全産業平均

出所：財務省「法人企業統計」

1千万円未満 1- 5千万円 5千万 - 1億円 1- 10億円 10億円以上 全体

（資本金規模）（資本金規模）
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○ 建設業就業者は、3人に1人（33%）が55歳以上、8人に1人（12%）が29歳以下であり、
高齢化が進行。

建設業（55歳以上）

全産業（55歳以上）

建設産業システムを考える
建設就業者の年齢構成推移

20.2

20.9
21.3

21.6 21.6
21.9

22.2
22.8

23.1

23.7 23.5 
23.1 

23.7 

24.6 

25.6 

26.5 
27.0 

27.9 

20.9

21.7
22.3 22.3 23.1 23.2

23.7
24.1 24.2

24.5
24.8 

23.9 

24.8 26.0 

22.8

23.1

23.2

23.4

23.6
23.5

23.8 23.5

23.3

22.9 22.8 
22.3 

21.5 

20.9 
20.2 

19.7 

19.4 

18.6 

18.3 
17.8 

17.5 17.3 

16.8

17.9
18.4

19.8
20.5

21.1

21.8 22
21.6

21.0
20.5 

19.6 
19.1 

17.7 

16.1 

15.5 
15.0 

13.8 

13.0 12.8 

11.6 11.8 

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

20.0

22.0

24.0

26.0

平成2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 (年）

建設業（29歳以下）

全産業（29歳以下）

出所 ： 総務省「労働力調査」 5



国土交通省の情報化の取り組み
CALS/EC：Continuous Acquisition and Life-cycle Support / Electronic Commerce

1997

国土交通省 CALS/ECアクションプログラム2008より



ＣＡＬＳ/ＥＣが目指してきたもの（社会インフラマネジメントの効率化）

1997

目指してきたCALS/ECのイメージ

ＣＡＬＳ／ＥＣが目指したもの

調査～計画～設計～施工～維持
管理までを一貫した情報化のシ
ステム構築

これまで取り組んできた情報化技

未構築

国土交通省 CALS/ECアクションプログラム2008より

これまで取り組んできた情報化技
術を要素技術として、
それらを統合・発展させて
建設生産プロセス全体として情報
化を推進。

業務の効率化
建設事業全体での生産性の向上を
図る



• 電子入札、入札契約情報システム

• 電子納品

• 公共工事の情報共有システム（ASP）

取り組んだこと、残された課題

ＣＡＬＳ/ＥＣの取り組み

公共工事の情報共有システム（ASP）

• 情報化施工 など

ひとつひとつの作業や情報交換等の手続きの電子化等は進んだが、

業務全体として一貫的な情報の受け渡しができていない。



ＣＩＭと国土交通省における戦略・計画の関係
情報化施工推進戦略（H25～H29）

情報化施工推進戦略とは、情報化施工について、建設施工におけるイノベーションを実現する手段の一つであるとの認識の下、その普及
を通じて建設事業の諸課題を解決し、良質な社会資本の整備と適確な維持管理・更新を実現することを目的に、その目指す姿と普及に向
けての対応方針、スケジュール及び具体的な目標などについて検討を行い、とりまとめたもの。

①情報化施工に関連するデータの利活用に関する重点目標

②新たに普及を推進する技術・工種の拡大に関する重点目標

③情報化施工の普及の拡大に関する重点目標

④地方公共団体への展開に関する重点目標

⑤情報化施工に関する教育・教習の充実に関する重点目標

・CIM導入の検討と連携し、３次元モデルからの３次元データの作成や
施工中に取得出来る情報の維持管理等での活用

５つの重点目標 10の取り組み
①情報化施工による施工管理要領、監督・検査要領の整備

②情報化施工の定量的な評価の実施

③技術基準類（設計・施工）の整備

④CIMと連携したデータ共有手法の作成
⑤新たな技術や既存の技術を導入し普及する仕組み作り

⑥一般化及び実用化の推進

⑦ユーザが容易に調達できる環境の整備

⑧情報発信の強化

⑨情報化施工の導入現場の公開や支援の充実

Ｈ25.3策定

⑤情報化施工に関する教育・教習の充実に関する重点目標
⑩研修の継続と内容の充実

第３期国土交通省技術基本計画（H24～H28）

国土交通省技術基本計画は、政府の科学技術基本計画や日本再生戦略、社会資本整備重点計画等の関連計画を踏まえ、国土
交通行政における事業・施策のより一層の効果・効率の向上を実現し、国土交通技術が国内外において広く社会に貢献することを目
的として、技術政策の基本方針を示し、技術研究開発の推進と技術の効果的な活用、技術政策を支える人材育成等の重要な取組を
定めるもの。

2-2 重点プロジェクトの推進

特に優先度の高い政策課題の解決に向けて、強力に推進していく
分野横断的な一連の取組を総合的に推進。具体の取組について
は、今後、各ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰを設置し、関係者の協力の下で推進。

「７つの重点プロジェクト」
Ⅰ．災害に強いレジリエントな国土づくり Ⅱ．社会資本維持管理・更新

Ⅲ．安全・安心かつ効率的な交通の実現 Ⅳ．海洋フロンティア Ⅴ．グ

リーンイノベーション Ⅵ．国土・地球観測基盤情報

Ⅶ．建設生産システム改善

【第2章】
技術研究開発の推進及び新技術と既存技術の効果的な活用

建設生産システム改善プロジェクト
公共事業の計画から調査・設計、施工、維持管理そして更新に至る一連の過程

において、ICTを駆使して、設計・施工・協議・維持管理等に係る各情報の一元化
及び業務改善による一層の効果・効率向上を図り、公共事業の品質確保や環境性
能の向上、トータルコストの縮減を目指す。とりわけ、建築分野において導入の
進むBIM(Building Information Modeling)の要素を建設分野に取り入れた
CIM(Construction Information Modeling)の概念を通じ、建設生産システムのブ
レイクスルーを目指す。施工段階においては、ICTやロボット技術等を活用した情
報化施工・無人化施工等の更なる高度化に向け、産学官が連携して技術研究開発
を進め、安全性・作業効率・品質の向上を目指す。

Ｈ24.12策定



建築分野でのＢＩＭについて

BIM（Building Information Modeling) （建築分野）

コンピュータ上に作成した3次元の形状情報に加え、室等の名称や仕上げ、材料・部材の仕様・性能、コスト情報
等、建物の属性情報を併せもつ建物情報モデル（BIMモデル）を構築すること。

BIMの活用により、設計～施工、維持管理に至るまでの建築ライフサイクルのあらゆる工程で効率化に繋がる。

作成：（社）IAI日本



東京スカイツリー（株式会社 大林組）のBIMモデル

東京スカイツリーのBIMモデル【提供：株式会社 大林組】



東京スカイツリー（株式会社 大林組）のBIMモデル

東京スカイツリーのBIMモデル【提供：株式会社 大林組】



ＣＩＭの概念

（発注者）

（発注者）

３次元モデル
（設計レベル） ３次元モデル

（施工レベル）

・発注業務の効率化
（自動積算）

・違算の防止
・工事数量算出（ロット
割）の効率化

・起工測量結果
・細部の設計

（配筋の詳細図、現地
取り付け等）

・干渉チェック、設計ミスの
削減

・構造計算、解析
・概算コスト比較
・構造物イメージの明確化
・数量の自動算出

・干渉チェック、
手戻りの削減

・情報化施工の推進

・地形データ（３次元）
・詳細設計（属性含む）

（施工段階で作成する
方が効率的なデータは概
略とする）

調査・測量・設計調査・測量・設計

【得られる効果】

【作成・追加するデータ】

【得られる効果】

【作成・追加するデータ】

【得られる効果】

【得られる効果】
【追加するデータ】

施工中施工中

３次元モデルの連携・段階的構築

H24.8.10

施工（着手前）施工（着手前）

３次元モデル例

３次元モデル
（管理レベル）

３次元モデル
（施工完了レベル）

・点検・補修履歴
・現地センサー（ICタグ
等）
との連動

・施工情報（位置、規
格、出来形・品質、数
量）

・維持管理用機器の設定
・施設管理の効率化・高度
化

・リアルタイム変状監視

・設計変更の効率化
・監督・検査の効率化

施工（完成時）施工（完成時）

・現場管理の効率化
・施工計画の最適化
・安全の向上
・設計変更の効率化

・完成データの精緻化・高度
化

維持・管理維持・管理

【得られる効果】

【作成・追加するデータ】

【得られる効果】

【作成・追加するデー
タ】

【得られる効果】 【得られる効果】

【得られる効果】
・時間軸（４Ｄ）

【追加するデータ】３次元モデル例

・適正な施設更新
・３Ｄ管理モデルの活用

（発注者）



計画計画 設計設計 施工施工
維持維持
管理管理

国国 民民

予算担当予算担当 施策担当施策担当 発注担当発注担当

ＣＩＭのねらい

ＣＩＭ （Construction Information Modeling) （土木分野）
「CIM」とは、計画・調査・設計段階から3次元モデルを導入し、その後の施工、維持管理の各段階においても3

次元モデルに連携・発展させ、あわせて事業全体にわたる関係者間で情報を共有することにより、一連の建設生産シ
ステムの効率化・高度化を図るものである。

3次元モデルは、各段階で追加・充実され、維持管理での効率的な活用を図る。

CIMCIMデータデータ
ベース等ベース等

建設生産システム改革建設生産システム改革
（計画～維持管理までの（計画～維持管理までの

ﾄｰﾀﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾄｰﾀﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ））

・情報の有効活用（設計の可視化）
・設計の最適化（整合性の確保）
・施工の効率化、高度化（情報化

施工）
・維持管理の効率化、高度化

ＩＣＴを核として施策・要素技術を統合

開発者 予算担当

国 民

開発者開発者 生産者生産者 受注者受注者

施策担当

発注担当

生産者

受注者

・コスト縮減
・品質管理
・環境施策
・防災施策等



H25.3.12
イノベーションを実現する取組の具体的方策



米国CIM技術調査団報告

アラスカンハイウェイの統合モデル【提供：パーソンズブリンカホフ（ＰＢ社）】



米国CIM技術調査団報告

維持管理段階の活用事例「米オートデスク社 トリスタン・ランデール氏 提供」


